




5つの共創研究ユニット＋Al
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データ分析 戸 ↑ 
●キャンパス設億のloT化

•森之宮キャンパスを中心にさまざまな
殴偏をスマー ト化し、アプリケー ション
により制御

・エネルギーマネジメントによる最適化
・感性情畷と組み合わせた新たな設鍋

センサーデータ 制御の開発
ヘルスケア
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スマー トエネ）因：― l

人間を中心とする次世代
エネ）因：―ネットワーク
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スマー ト農業 l

SDGs駆動型の都市農業構想
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都市農業検討協議会
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量 1)動向”

•都市と量村鄭の消費、流通、生産動向調董とデータ分析

・農村部と情報共有

12)立涵のシミュレ→ョン、逗システム切漸

・スマー トグリ ーンハウスを使用したバイロット栽培

・裁培マニュアルのIll発、流通、11ii亮のシミュレ ーション

•生産から溝通までのシステムの分析

d. 3)シナ収書』出叫蝉域へ〇麒ぬ欄9

・アンテナショッブでの販売試験

・討騎節売の分析

•他地域への展開の状況調査

・事業パー トナーの探素

J 4)次ステッブへ

・大鄭市での消費動向からスター トする食料生産システムの

構築とパッケージの社会実装に向けた展開

• SGHでの再生可能エネルギーの生産の可能性と検討

• SGHの災害時の拠点化、教育ツ ー ルとしての価値の検証

スマー トヘルスケア l

共に目指すモノ・コト・ヒH乍りに
よる「未来の医薬•医療への貢献』

“1翡川鳩 l 下、層魯さ姦器混が

診断�

—·f,.'R"! ’'開唇置m一
2027零震に露知症•合桝症に対する
専門綱饒～111究所～雹纏豪●観し、
筐知塁研費•治●の噺蠅点警●J生する。

匿知霊に 旱廟費見と
対する嘉虞な 鳳知•運動•能
・学的匿療 低下予防

糟色ある畢鴨的 地域匿震との
・非戴暢的治禦 違携充寅•檀99
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子ども未来社会 l

子ども達が健やかに過ごせる
未来社会実現の共創拠点

非行饒設のうち
70％が櫨虐待児 ＾ ↓ 芦芯類霜‘

学年会●によるスクリ ー ニ
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お問合わせ先

＊大阪公立大学
Osaka Metropolitan University 

産学官民共創推進室

email: 

address: 

2024.3 

TEL: 072-247-6102 
gr-sngk-omu@omu.ac.jp
〒 599-8531

大阪府堺市中区学園町1番1号

゜innovation 
academy

大阪公立大学に創設されるイノベーションアカデミ ーは、産学官民共創がもたらす巨大な総合知をシンポルと

しています。 この共創によって異なるシナプスが絡み合い融合することで、分野を超えたニューラルネットワーク

（神経網）が構築されます。 ここから輩出される人材や連携体が、 社会課題をはじめとする様々なイシュ ー を

乗り越えて、次世代へと社会実装を繰り返していく様をビジュアル化したものです。
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